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104 経 営 と 経 済
(注)
(1)企業とメセナの関連についての経営学的考察については,次q)文献を参照されたい.
菅家正瑞 『企業管理論の構造』千倉書房,平成 3年,特に第 1章および第 6章｡




































































1975年にホァソ ･ホセ･ランデエタ ･ベネズエラ ･ナショナル･ユースオー




















































































































































































































































































Q :1975年 2月12日にベネズエラ全国青少年オーケス トラが誕生した時のモ






























ifl聖 経 営 と 経 済
ますか ?
A :オーケス トラシステムはベネズエ ラに とって まさに正 しい特性 なので
す｡私は最初からオーケス トラが国を 1つ にま とめ る最 も美 しい表現
方法だ と見ていました｡私は 目標 を達成 す るための意 思 とエネルギー
に満ちた力強いベネズエラを見 ま した｡疑 い もな くこのオー ケス トラ
が地域社会や町や州や家族のなか に入 って きた こ とで,ベネズエ ラの
社会を変えてきました｡重要 な事 は, もし芸術 のほかの分野 が 同 じ事
をすれば,芸術全体が国全体 を本質的戦略的 かつ革命 的 に変 えてい る
手段 となるだろうということです｡
Q :この大きな社会的文化的事業 のアキ レス腔 は何だ ったので し ょうか ?
A :どの長期プロジェクトにあって も,アキ レス腔 は短期 間です｡ このプロ
ジェクトは長いプロジェクトを位置づけ られ るべ きです｡アキ レス腔 は
発端に出ます｡長期的な展望 に現れ るものは不確実性 であ り,決 して予
想できな くそして常に危険な ものです｡
Q :あなたのそばで仕事をしてい る人 々は,常 にあ るこ とを終 える前 に次の
プログラムやコンサー トやプロジ ェク トを創 っているわけですね0
A :その通 りです｡
Q :仲間たちを押し付けずにあなたの情熱 を どうや って伝 えていますか ?
A :無尽蔵のエネルギーは私から出ているのではあ りません｡不滅の光 がプ
ロジェクトの生きている間輝 いているのです｡ これは幾世蘇己にもまたが
るプロジェク トなのです｡歴史的 な ものです｡ その光 は 自らのエネル
ギーを放ち,子供や青少年の演奏者たちに与 えるのです｡彼 らは消 えな
いエネルギーを吸収し,輝 き,そのエネルギーを伝達 し,それを長 く保
つのです｡
サイモン ･ラ トルがカラカスに到着 した 2日後 に,シモン ･.ボ リバー
オーケス トラはエステヴェスのラ ･カン ター タ ･ク リオ-ヤを素晴 し く








































































































































































































































































































130 経 営 と 経 済
企業メセナを考察する上でアプレウ博士の思想 と実践は,｢メセナは何の





































































































音楽とも連帯し,舞踊 ･演劇 ･美術 ･文学 ･映画 ･音楽療法 ･スポーツ ･心
理学者 ･社会学者 ･弁護士 ･医師 ･教育者 ･学校 ･病院-などのグループと
横の緩やかなネットワーキングを結ぶこと,そして国外にまでその輪を広げ
ていくことが必要となってくるに違いありません｡
以上
